保育の表現技術「音楽Ⅰ」における専門的技術に関する考察―ピアノ演奏時の視線行動の熟達差を通して― by 扶瀬 絵梨奈







































































りのレッスン時間が確保されている。また 2017 年度入学者 176 名（男子 4名、女子 172
名）のうち、入学時の調査において「ピアノの経験がまったく無い」と答えた学生は 38 名、
バイエルを学習していた学生は 72 名であった。バイエルを学習していた学生のうち、入
学時における進度が「バイエル 44 番未満」と答えた学生は 15 名、「バイエル 44 番以上〜
69 番未満」と答えた学生は 13 名、「バイエル 70 番以上〜 85 番以下」と答えた学生は 15 名、
「バイエル 86 番以上〜 104 番以下」と答えた学生は 29 名であった（表 2）。
表１．教員１人あたりの担当学生数 および 教授時間
一コマあたりの担当学生数 学生一人あたりの教授時間
音楽Ⅰ（ピアノ） 5〜 6名 7.5 〜 9 分
音楽Ⅱ（ピアノ）
※音楽Ⅰ（ピアノ）の再履修者を含む






















1985 年 1993 年 2007 年
１ 体育・スポーツ関係（55.6%） 体育・スポーツ関係（67.5%） 体育・スポーツ関係（86.3%）
２ 習字（43.2%） 習字（36.4%） その他（16.5%）
３ そろばん（23.2%） 音楽関係（17.4%） 習字（16.3%）
表₄．ならいごとの種類別学習者の構成（女子）
1985 年 1993 年 2007 年
１ 音楽関係（61.1%） 音楽関係（63.7%） 音楽関係（51.5%）
２ 習字（45.0%） 習字（45.9%） 体育・スポーツ関係（29.2%）
３ そろばん（25.1%） 体育・スポーツ関係（27.8%） 習字（28.6%）








































が持っているグレード（図 1）を用い、上記の学習期間に加え入学時のグレードが 0〜 4
グレード（＝バイエルを学習）の学生を未熟練者、5A〜 13 グレード（＝ツェルニー 100
番またはツェルニー 30 番を学習）を中級者、14 グレード（＝ツェルニー 40 番以上を学

























































ノ熟練者は 164.11	deg/sec であった	（図 2）。次に、同課題における平均注視時間を比較





































〈100 番練習曲〉よりNo.19 全 16 小節（譜例 2＝以下楽曲A）、ピアノ熟練者はツェルニー
〈50 番練習曲〉No.3 の冒頭 23 小節（譜例 3＝以下楽曲 B）を演奏している。楽曲Aの音






は 42.45	deg/sec であった	（図 6）。さらに、同課題における平均注視時間を比較した結果、
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Consideration on Technical Expertise in Expression Skill for Childcare “Music I”:
Through Proficiency Difference in Gaze Behaviors during Piano Performance
Fuse, Erina*
キーワード：視線行動，ピアノ，初学者，熟達
　子どもの音楽表現活動を支えるために保育者のピアノ技術は欠かせないもので
ありながら、保育者養成校に在籍するピアノ初学者の割合や、ピアノを使用した
音楽活動に苦手意識を持つ保育者は増え続けている。短期間のうちに現場が求め
るニーズに応え得る技術を身に付けるため、本稿では初学の段階において特に意
識を向けにくい「ピアノ演奏時における視線」という面から効率的なピアノの学
習方略を導き出すことを目的とした。
　熟練度による演奏時の視線特徴（眼球運動の平均移動速度・平均注視時間・視
線行動パターン）と被験者によるピアノ演奏時のアンケート調査から、未熟練者
と熟練者の間には視線の使い方に大きな差異があり、また同一被験者のなかでも
熟達の過程において視線の使い方を変化させていくことが明らかとなった。
　もっとも、保育者が現場で注視すべきものは譜面上の音符ではなく、現場の子
どもたちである。彼らへの音および音楽の質を保障し、保育者のピアノ演奏技能
に不足や不安が無いという余裕のなかから、より生き生きとした子どもの音楽表
現が生み出されることを期待したい。

